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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第45期

第３四半期
連結累計期間

第46期
第３四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日

自　平成25年３月１日
至　平成26年２月28日

売上高 (千円) 55,613,563 52,796,364 74,737,561

経常利益 (千円) 1,000,536 1,295,113 1,523,023

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △52,126 298,268 161,076

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △21,895 359,328 170,856

純資産額 (千円) 16,037,213 16,526,720 16,227,565

総資産額 (千円) 60,263,856 56,419,834 57,571,919

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △4.51 25.82 13.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.6 29.2 28.2
 

 

回次
第45期

第３四半期
連結会計期間

第46期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △23.22 18.41
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

なお、第45期第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当

たり四半期純損失が計上されており、かつ、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の改善を背景とした緩やかな回復基調で推移しまし

たものの、円安の進行による原材料価格の上昇などにより、先行き不透明な状況が続いてまいりました。また、消

費増税の影響が長引くなか、天候不順の影響などもあり、個人消費は依然として低調なまま推移いたしました。

　こうしたなか当社グループは、営業力の強化とローコスト運営の徹底による収益力の向上に取り組んでまいりま

した。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益(売上高及び営業収入)は551億23百万円(前年同四半期比5.1％

減)、営業利益は15億45百万円(前年同四半期比33.9％増)、経常利益は12億95百万円(前年同四半期比29.4％増)、四

半期純利益は２億98百万円(前年同四半期は四半期純損失52百万円)となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

(小売事業)

小売事業につきましては、見やすく、買いやすく、手に取りやすい売場の再構築と値ごろ感のある商品の充実や

ライフスタイルに対応した売場づくりや既存店の活性化などによる営業力の強化に努めるほか、株式会社セブン＆

アイ・ホールディングスとの業務提携の推進にも取り組んでまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間

の小売事業の営業収益は501億15百万円(前年同四半期比6.5％減)、営業利益は11億62百万円(前年同四半期比29.5％

増)となりました。

(その他)

その他の事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、さらに徹底した品質管理と衛生管

理に努めるとともに、商品開発力の強化や生産性の向上に取り組んでまいりました。この結果、当第３四半期連結

累計期間のその他の事業の営業収益は50億７百万円(前年同四半期比12.3％増)、営業利益は３億82百万円(前年同四

半期比49.5％増)となりました。

なお、上記金額には、消費税等は含んでおりません。

 

(2) 財政状態

①　資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ11億52百万円減少し、564億19百万

円となりました。これは主に、売掛金の増加などにより流動資産が８億16百万円増加したものの、有形固定資産

が６億83百万円減少したことや、敷金の減少などにより投資その他の資産が11億79百万円減少したことによるも

のであります。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ14億51百万円減少し、398億93百万

円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金や電子記録債務が増加したものの、有利子負債が減少したこ

とによるものであります。

③　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億99百万円増加し、165億26百

万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

 

EDINET提出書類

株式会社天満屋ストア(E03146)

四半期報告書

 3/16



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,550,000 11,550,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
100株

計 11,550,000 11,550,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年11月30日 ─ 11,550,000 ― 3,697,500 ― 5,347,500
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記録内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成26年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成26年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,548,600
 

115,486 ―

単元未満株式 普通株式 900
 

― ―

発行済株式総数 11,550,000 ― ―

総株主の議決権 ― 115,486 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式100株(議決権１個)が含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社天満屋ストア

岡山市北区岡町13番16号 500 ― 500 0.00

計 ― 500 ― 500 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、イースト・サン監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,162,969 1,553,309

  売掛金 1,363,069 2,184,203

  営業貸付金 191,512 93,740

  商品 4,210,244 3,937,814

  貯蔵品 23,330 50,422

  その他 1,576,600 1,506,193

  貸倒引当金 △73,483 △55,181

  流動資産合計 8,454,244 9,270,501

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 14,942,646 14,210,022

   土地 16,399,282 16,547,296

   その他（純額） 1,745,587 1,646,839

   有形固定資産合計 33,087,516 32,404,158

  無形固定資産   

   のれん 516,465 468,696

   その他 2,884,757 2,827,331

   無形固定資産合計 3,401,222 3,296,027

  投資その他の資産   

   差入保証金 3,913,729 3,612,389

   敷金 6,645,714 5,775,606

   その他 2,082,812 2,076,590

   貸倒引当金 △13,320 △15,441

   投資その他の資産合計 12,628,936 11,449,146

  固定資産合計 49,117,675 47,149,332

 資産合計 57,571,919 56,419,834
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,204,970 5,832,633

  電子記録債務 － 1,245,691

  短期借入金 12,460,445 8,975,046

  未払法人税等 199,145 234,390

  賞与引当金 102,397 146,210

  その他 3,219,528 3,378,823

  流動負債合計 20,186,486 19,812,794

 固定負債   

  長期借入金 12,977,009 12,992,668

  退職給付引当金 2,004,279 1,591,751

  役員退職慰労引当金 99,510 69,170

  利息返還損失引当金 120,535 88,003

  資産除去債務 162,411 164,992

  長期預り保証金 2,327,392 1,992,932

  長期預り敷金 2,246,872 2,234,644

  その他 1,219,858 946,157

  固定負債合計 21,157,868 20,080,319

 負債合計 41,344,354 39,893,113

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,697,500 3,697,500

  資本剰余金 5,347,500 5,347,500

  利益剰余金 7,079,231 7,319,752

  自己株式 △389 △414

  株主資本合計 16,123,842 16,364,337

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 83,261 137,655

  その他の包括利益累計額合計 83,261 137,655

 少数株主持分 20,460 24,727

 純資産合計 16,227,565 16,526,720

負債純資産合計 57,571,919 56,419,834
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

売上高 55,613,563 52,796,364

売上原価 42,150,777 39,419,027

売上総利益 13,462,785 13,377,337

営業収入 2,453,875 2,326,759

営業総利益 15,916,661 15,704,096

販売費及び一般管理費 14,762,687 14,158,454

営業利益 1,153,974 1,545,641

営業外収益   

 受取利息及び配当金 9,890 6,818

 受取補償金 4,744 4,833

 持分法による投資利益 94,920 －

 その他 8,078 8,528

 営業外収益合計 117,634 20,179

営業外費用   

 支払利息 246,573 206,399

 その他 24,498 64,307

 営業外費用合計 271,071 270,707

経常利益 1,000,536 1,295,113

特別損失   

 固定資産除却損 153,096 43,053

 減損損失 ※  139,835 ※  274,957

 店舗閉鎖損失 137,765 174,455

 退職特別加算金 26,994 143,284

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 474,400 －

 その他 19,321 5,825

 特別損失合計 951,412 641,576

税金等調整前四半期純利益 49,124 653,536

法人税等 96,794 348,601

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△47,669 304,935

少数株主利益 4,456 6,667

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,126 298,268
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△47,669 304,935

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 25,774 54,393

 その他の包括利益合計 25,774 54,393

四半期包括利益 △21,895 359,328

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △26,352 352,661

 少数株主に係る四半期包括利益 4,456 6,667
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日)

税金費用の計算 税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　　減損損失

　　前第３四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日 至　平成25年11月30日)

　　　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所

店舗 建物及び構築物、その他 広島県
 

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小の単位として店舗を基本単位とし、また遊休資産について

は、物件単位ごとに資産をグルーピングしております。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループについて帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失(139,835千円)として特別損失に計上しております。

　減損損失の内訳は、建物及び構築物115,722千円、その他24,113千円であります。

　なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額又は使用価値により測定しております。正味売却価額につ

いては、不動産鑑定士による鑑定評価額又は公示価格及び固定資産税評価額等を基準として評価しております。ま

た、使用価値については、将来キャッシュ・フローを5.0％で割り引いて算定しております。

 
　　当第３四半期連結累計期間(自　平成26年３月１日 至　平成26年11月30日)

　　　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所

共用資産 建物及び構築物、その他 広島県
 

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小の単位として店舗を基本単位とし、また遊休資産について

は、物件単位ごとに資産をグルーピングしております。

共用資産としております施設について、売却予定となったことにより、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失(274,957千円)として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、建物及び構築物202,970千円、その他71,987千円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しております。正味売却価額については、売却

予定額を基準として評価しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日)

減価償却費 1,286,599千円 1,261,137千円

のれんの償却額 47,769千円 47,769千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成25年５月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成25年２月28日 平成25年５月24日

平成25年10月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成25年８月31日 平成25年11月８日
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成26年５月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成26年２月28日 平成26年５月21日

平成26年10月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 28,873 ２円50銭 平成26年８月31日 平成26年11月７日
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
(千円) その他(千円)

(注)１
合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)２小売事業

　営業収益      

　　外部顧客への営業収益 53,606,279 4,461,159 58,067,438 ― 58,067,438

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

68,967 1,092,937 1,161,905 △1,161,905 ―

計 53,675,246 5,554,097 59,229,343 △1,161,905 58,067,438

　　セグメント利益 897,940 256,033 1,153,974 ― 1,153,974
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、惣菜等調理食品の製造販売業及び

関係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　 ２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「小売事業」セグメントの固定資産において、収益性の低下等により減損の兆候が認められたため、回収可能性を

検討した結果、当該固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当

第３四半期連結累計期間においては、139,835千円であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

１　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
(千円) その他(千円)

(注)１
合計(千円) 調整額(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(千円)

(注)２小売事業

　営業収益      

　　外部顧客への営業収益 50,115,257 5,007,866 55,123,124 ― 55,123,124

　　セグメント間の内部
　　営業収益又は振替高

77,292 1,382,579 1,459,872 △1,459,872 ―

計 50,192,549 6,390,446 56,582,996 △1,459,872 55,123,124

　　セグメント利益 1,162,812 382,828 1,545,641 ― 1,545,641
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、惣菜等調理食品の製造販売業、

ファミリーレストラン等の外食事業及び商品供給に係る事業であります。

　　 ２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「小売事業」セグメントの固定資産において、売却予定となったことにより、当該固定資産の帳簿価額を回収可能

価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、274,957千円で

あります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日)

　　１株当たり四半期純利益
　　又は１株当たり四半期純損失(△)

△４円51銭 25円82銭

    (算定上の基礎)   

　　四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △52,126 298,268

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益
　　又は四半期純損失(△)(千円)

△52,126 298,268

    普通株式の期中平均株式数(株) 11,549,546 11,549,495
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

なお、前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半

期純損失が計上されており、かつ、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成26年10月10日開催の取締役会において、平成26年８月31日の株主名簿に記録された株主または登録株式質

権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額 28,873千円

１株当たりの中間配当金 ２円50銭

支払請求権の効力発生日

及び支払開始日
平成26年11月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社天満屋ストア(E03146)

四半期報告書

15/16



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年１月９日

株式会社天満屋ストア

取締役会  御中

 

イースト・サン監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　太 田 洋 一 　 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　京 町 周 平 　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社天満屋

ストアの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から

平成26年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の平成26年11月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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